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　前回に続き、「今後めざすべきベストアドバイザー活動」を実現するための「対策」について、組合員のみなさんと考えたいと思います。今回は対策の四つ目として、ベストアドバイザー活動
を担える人材を確保するための「採用」を取り上げます。
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～ベストアドバイザー活動を担える人材を採用するために～
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本社・支社・営業現場が一体となった採用活動を　　　　　　　　　　　　
　「採用」をめぐる課題の一つ目は「本社・支社・営業現
場が一体となった採用の実現」です。営業職員体制の礎（い
しずえ）となる有為な人材を採用していくためには、本社
や支社の関わりが不可欠です。
　そこで、生保労連としては、①を一層進め、営業現場・
支社・本社が一体となった採用活動を推進していく必要が
あると考えています。
　また、採用活動を推進していくにあたっては、営業職員
のみなさんの努力が報われるよう、②を一層進める必要があると考えています。ただし、採用
が職務となっているか否かに関わらず、営業職員のみなさんの過度な負担となったり、営業活
動に支障をきたしたりしないことを前提に進めることが重要です。

ベストアドバイザーになり得る人材の見極めを  
　課題の二つ目は「ベストアドバイザーになり得る人材の
見極め」です。お客さまにベストアドバイザー活動を実践
していくためには、それを担える人材を採用していくこと
が重要です。
　そこで、生保労連としては、①を通じて、採用候補者の
就労ニーズや適性を十分に考慮した採用を一層推進する

必要があると考えています。
　また、「採用したからにはきちんと育成する」という考え方の下、左下②を通じて、有為な人
材を採用し、かつ着実に育成していくことへのインセンティブを高めることについても検討する
必要があると考えています。

入社時における活動基盤の付与の徹底を　　　　　　　　　　　　　　　     
　課題の三つ目は「入社時の基盤付与の徹底」です。コロ
ナ禍により、とりわけ新人の営業職員のみなさんにとっては、
お客さまとの接点をもつことがより難しくなっている中で、
その重要性はますます高まっています。
　そこで、生保労連としては、「基盤なくして採用なし」の
考え方の下、①や②を通じて、入社時における安定的な基
盤付与を行うための体制整備を一層はかる必要があると考
えています。

　生保労連としても、ベストアドバイザー活動を担える人材の採用を推進していくため、各組
合の取組みを後押ししていきたいと思います。

　次回は連載最終回です。「めざすべきベストアドバイザー活動」の実現に向けた対策
の五つ目として、「労働条件・社会的イメージ」を取り上げます。

① 本社・支社による採用・サポー
トの推進
② 採用の取組みに対する営業
職員の評価の向上、インセ
ンティブの実施

生保労連の提言

① 基盤（職域・既契約者など）
管理のためのルールの整備、
システムサポートの推進
② 基盤開拓・確保に向けた社
内体制の整備

生保労連の提言

① 営業職員としての「適性」の
見極め方策の強化
② 採用に対する評価体系の見
直し（入社後の育成状況を、
採用に携わった営業職員や指
導者の評価に反映するなど）

生保労連の提言

支援議員として新たにお迎えした先生方をご紹介します！
小熊 慎司先生
城井 崇先生

最終回

　生保労連では、組合員一人ひとりや各組合の努力だけでは解決できない「国の政策・制度」に関わる課題を産業政策課題と位置付け、25万組合員の力を結集するとともに、支援議員の先生方
と連携し、国政や行政などに対し働きかけを行っています。
　こうした中、昨年10月の衆議院議員総選挙にあたって支援議員候補として推薦し、当選を果たされた6名の先生方（大島敦先生、階猛先生、小川淳也先生、大串博志先生、小熊慎司先生、城井
崇先生）について、11月の機関会議で正式に支援議員として委嘱することを決定しました。
　そこで、新たに支援議員となった先生方を組合員のみなさんにより身近に感じていただけるよう、そのお人柄やこれまでのご活躍、組合員のみなさんへのメッセージをご紹介します。

　最終回となる今回は、衆議院議員の小
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先生をご紹介します。

　この度の総選挙におきましては、みなさんの絶大なるご支援を賜り、選挙区で勝ち上がる
ことができました。これからもご期待に背くことのないよう努めて参ります。
　私の母も生保会社の営業職員として長年働き、みなさんに大変お世話になりました。その
御恩返しをするためにも、みなさんと手を携えて、より良い社会の実現に向けて「正直な政
治、まっとうな政治」を続けて参ります。命とくらし、経済を守り、誰もが安心できる社会を
実現させるべく、みなさんの産業政策諸課題の解決、実現に向けて丁寧に取り組んで参る
所存ですので、今後ともご指導を賜りますようよろしくお願いいたします。

　 生保労連組合員のみなさまへ

小熊 慎司先生のご紹介
　小熊先生は大学卒業後に衆議院議員の秘書、会津若松市議
会議員、福島県議会議員を務められた後、2010年の参院選で
初当選、2012年には衆院選に出馬し初当選を果たされました。
　民進党副幹事長、国民民主党役員室長などを歴任され、現
在は外務委員会の筆頭理事、立憲民主党の幹事長代理（筆頭）
を務められています。

【座右の銘】………愚直一徹
【好きな食べ物】…トマト、じゃがいも、ゆで卵

　総選挙では、お一人おひとりの思いを束ねていただいた結果、小選挙区で4期目の当選を
させていただきました。政策提案と行政監視の両立を徹底する国民政党とすべく、党政調会
長代行、子ども子育てプロジェクトチーム座長として努力を重ねています。
　「おばあちゃん子」だった私は、よく生保会社の営業職員をしていた祖母の仕事にくっつい
ていきました。日々のさまざまな出来事や困り事などについて話しながら、コツコツとお客さ
まを訪ねて歩く祖母が背中で教えてくれたのは、『大切なのは日頃のお付き合い』ということ
でした。一人ひとりの人生の喜びや将来の不安に、共に向き合う尊い役割を担う生保産業の
みなさんのお手伝いができるよう、これからも力を尽くして参ります。

　 生保労連組合員のみなさまへ

城井 崇先生のご紹介
　城井先生は大学卒業後に松下政経塾で学び、衆議院議員の秘
書、民主党福岡県総支部連合会副代表などを務められた後、
2003年の衆院選で初当選を果たされました。
　文部科学大臣政務官や衆議院予算委員会理事、文部科学委員
会理事などを歴任され、現在は、立憲民主党の政務調査会長代
行、子ども子育てプロジェクトチーム座長、福岡県総支部連合
会代表を務められています。

【座右の銘】………素志貫徹
【好きな食べ物】…ラーメン、焼肉、焼きカレー

　生保労連は、各組合との一層の連携強化に向け、3月29日（火）に第2回単位組合委員長会議をオンライン併用で開催しました。冒頭、早稲田
大学商学部准教授の村瀬俊朗氏をお招きし、「心理的安全性の高い組織づくりと労働組合の役割」をテーマにご講演をいただきました。その後、
生保労連の活動報告に続いて、「2021組織・財政検討委員会」を開催し、生保労連をめぐる情勢、連合運動との関わり、今後の組織・活動の方
向性等について確認しました。以下では村瀬准教授の講演のポイントをご紹介します。

第2回単位組合委員長会議を開催

挑戦と失敗の繰り返しがイノベーションにつながる
● 競争激化等による不安定で予測不可能な世の中では、これまで
以上に「対応する力」が求められる。失敗を恐れずに挑戦し、失敗
から何を学び、どう実践していくかが問われている。
● 新たな発想は、「異なる知識の組み合わせ」によって生み出され
る。だからこそ、チームの多様性が重要である。
● 多様性を活かし創造性を高めるためには、多様な意見が出やす
い仕組み、組織づくりがカギとなる。

信頼が人間関係の根幹である
● 人間は感情により意識の方向性と量が決まる。感情がマイナスな時には意識が自分に向
いてしまう。安全な状態＝信頼のある時は、意識を多方面に向けることができ、結果とし
て幅広い発想、仕事の質の向上につながる。

心理的安全性の重要性
●「心理的安全性」とは、多くの人の感覚が共有され「発言をしても周囲にバカにされたりし
ない」と感じられる状態である。

● 心理的安全性が高いと、様々な意見や失敗例などが共有されやすく、組織の改善・成長
につながる。
● 心理的安全性をつくるには、対面でも非対面でも時間を多く共有し、メンバーの信頼関係
を深めることが重要となる。各人が個人プレイよりもチームプレイを重視できるような仕
組みづくりも大切である。

労働組合の役割
● 先行き不透明な中、組合員は自組織が今後どうなっていくのか不安に感じているのではな
いか。また、リモートワークの進展等に伴い、孤立感を覚える組合員も多いのではないか。
こうした中、「働く現場」で何が起こっているのかを会社に伝え、必要な対応をはかっていく
上で労働組合の役割は一層増していく。
● 労働組合にはぜひ、心理的安全性の高い組織づくりに向けた組合員の意識面の改革に取
り組んでもらいたい。

      講演のポイント講演のポイント講演のポイント

▲ 心理的安全性の重要
性を語る村瀬氏

　生保労連は、各組合との一層の連携強化に向け、3月29日（火）に第2回単位組合委員長会議をオンライン併用で開催しました。冒頭、早稲田　生保労連は、各組合との一層の連携強化に向け、3月29日（火）に第2回単位組合委員長会議をオンライン併用で開催しました。冒頭、早稲田
心理的安全性の高い組織をつくり　予測不可能な変化に対応していこう！




